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１.はじめに 

 飯縄高原に位置する大谷地湿原は、湿原の生態系

を身近に観察できる観光資源である。近年、樹木や

ヨシの拡大による湿原の乾地化が問題視されている。

ヨシとは、水分条件に対して適応の幅が大きく、水

生植物の中では最も競争力の強い植物の一種であり、

池沼の岸辺や河川下流部の河辺に繁茂する植物であ

る 1）。大谷地湿原に生育している植物にはリュウキ

ンカ、水芭蕉等が挙げられるが、これらの生育範囲

が狭まり景観が大きく損なわれている。 

そこで、本研究では図‐1 に示す A~D 地点におい

て、ポータブルコーン貫入試験、強熱減量試験、水

洗法による分解度試験を行い、ヨシの生育状況と土

壌の性質の関係を調査する。なお、地点 A、C はヨ

シの生育が著しく、地点 B、D はリュウキンカ、水

芭蕉の生育が確認できた地点である。 

２.試験の目的と方法 

①ポータブルコーン貫入試験 

粘性土や腐植土等の軟弱地盤において、地盤の概

略的な地層の構成および強さの分布状態を調査する。

試験方法は地盤工学基準 2)に基づき実施する。 

②強熱減量試験 

高温で加熱した際に発散するものの質量を計り、

有機物含有量や物理化学的性状、鉱物組成等を調査

する。衛生工学の試験方法 3)で行う。 

強熱減量 Li(%)を次式で算定する。 

Li=(ma-mb)/(mb-mc) 

ma:試料とるつぼの全質量（ｇ） 

mb:強熱減量後の試料とるつぼの全質量（ｇ） 

mc:るつぼの質量（ｇ） 

③水洗法による分解度試験 

高有機質土に含まれる分解物質（腐植質）を水で

洗い流し、残った未分解のものの質量を測定する。

地盤工学基準 4)に基づいて試験を行う。 

３.ヨシの生育と貫入抵抗・強熱減量・分解度 

図‐2 に各地点のコーン貫入抵抗、強熱減量およ 

び分解度と深度の関係を示す。 

ポータブルコーン貫入試験では、地点 A、C は深

度 0.5m 周辺でコーン貫入抵抗が 213.4kN/m
2、地点 B、

D では 0.3ｍ付近でコーン貫入抵抗が 125~132kN/m
2

となっている。地下茎がないほど硬い土壌や、低支

持力で膨軟な土壌ではヨシは生育しにくいとされて

いる 6)。水芭蕉やリュウキンカは湿地や沼地等の軟

らかい土壌で生育する 7)。このことから、地点 B、D

はヨシが生育しにくく、水芭蕉やリュウキンカが生

育しやすい硬さの土壌であり、土壌の硬さと植物の

生育のしやすさは密接に関係していると言える。ヨ

シの生育しにくい硬さの土壌を作ることでヨシの生

育の抑制が可能であると考えられる。 

また、強熱減量および分解度は特殊な例を除いて

深度が大きくなるほど小さくなっており、これは、

地表面に近いほど有機物の分解が進んでいることを

示している。強熱減量および分解度はヨシの生育に

大きな影響を与えないものと考える。 

４.まとめ 

以上の結果から以下の知見を得た。 

(1)ヨシの生育には、ある程度硬い地層の存在が必要

である。 

(2)強熱減量および分解度はヨシの生育に大きな影

響を与えない。 

 ヨシの繁茂による水芭蕉やリュウキンカなどの生

育疎外を防ぐには地盤内の固い層をなくすことも一

つの方策であることが考えられる。 
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図‐1 試験地点・試料採取地点 5） 
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（ａ） 地点 A 

 

（ｂ） 地点 B 

 

（ｃ） 地点 C 

（ｄ） 地点Ｄ 

図‐2 地点Ａ～Ｄのポータブルコーン貫入試験、強熱減量試験、分解度試験の結果 
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